
報告日 令和6年2月5日

報告回次 2日目

１．申請団体情報

１－１．申請団体

団体名 代表者名 金剛一智

担当者部署 連絡先電話番号 0745-82-3912

担当者役職 主査 担当者氏名 横谷　友美 連絡先E-mail  

住所

１－２．推薦団体（「区分」が「協議会」または「NPO・商工会・大学等」の場合のみ入力）

団体名 連絡先部署

担当者氏名 連絡先電話番号 連絡先E-mail  

２．派遣アドバイザーに対する評価と要望

アドバイザー

評価

３．地域情報化アドバイザー派遣実績

３－１． 派遣日予定日（応募依頼より） 支援内容（応募依頼より） 期日・支援内容の変更あり WEBでの手続き日 受付番号

対応日・時間 令和6年1月12日 支援・助言 有 令和6年1月4日 1131

実施した派遣日 実施した支援内容 開始時刻 終了時刻 内休憩時間（分）

令和6年1月30日 支援・助言 16時15分 18時15分 0

活動時間（分） 120

４.報告書に関しての地域情報化アドバイザーホームページ「派遣事例」への掲載許可

掲載許可

５．依頼内容及び支援を受けたことによる成果・効果

５－１．支援を受けた対象者 属性（職員、一般、企業等）について【自由記述】

2 人

５－２．支援を受けるにあたって目指した成果と実勢に支援を受けたことで改善又は解決した成果・効果

　事業の課題・問題点

　（具体的にご記入下さい）

支援により目指す成果

　（具体的にご記入下さい）

アドバイザーに支援を受けた内容

　（具体的にご記入下さい）

市長公室

令和５年度　地域情報化アドバイザー制度活用報告書

　地域情報化アドバイザー制度の活用実績について、下記のとおり報告します。

記

宇陀市

職員

6330292　奈良県宇陀市榛原下井足17-3

支援を受けたアドバイザーに対する評価をお願いします。

下山　紗代子

大変よい

上記評価の理
由（どのよう
なところがよ
かったか等詳
細に）

現在、当市がすすめるDX基本方針策定の進捗状況について詳細にヒアリングをおこなっていただき、今後の進め方について他
市町村の事例も引き合いに出していただきながらきめ細やかにアドバイスいただいた。また基本方針策定に付随して、庁舎内の
システム管理や人材の評価、あり方など、いかにDX推進についてガバナンスをきかせていくかという面についても、ご助言い
ただき、大きな気づきを得た。

アドバイザー
への要望事項

特になし。

https://www.r-ict-advisor.jp/cases-case-
good_practices/past_year_all_houkoku/○掲載可

人数

今年度中に宇陀市DX基本方針を策定する方向性となっており、市として今後実現したいまちの姿を
デジタル技術を使っていかに実現していくかについて明文化し、関係者のなかでオーソライズしてい
く必要がある。また現在市役所内で取り組んでいる事業についてもデジタルという共通項で整理した
ときにどのような展望が生まれてくるのか、具体的にどう取り組んでいくのか、現時点での各部局同
士の景色合わせをどのように行うのかが課題となっている。

１月２３日に実施した幹部職研修の内容を踏まえ、幹部職にインプットした内容をどのように今後の
DX推進に活かしていく必要があるのか、推進側と原課側で具体的なアクションプランがどういった
ものになるのかについてご助言をいただき、行動につなげる。

前回受けた支援から、当市で実施したDX研修の内容について再度棚卸をおこない、今後各部局から
提出されるDXの施策案を部局間の中でどのように整合をとっていくかについてアドバイスをいただ
いた。また、DX基本方針に付随してデジタル人材のあり方、庁舎内のシステム管理やデバイス管理
のあり方など、継続的にDXを推進ししてくために必要な仕組みのあり方についてもご助言いただい
た。



支援を受け改善又は解決された内容

（具体的にご記入下さい）

具体的な成果物

改善又は解決されなかった内容

持ち越しとなった内容

（具体的にご記入ください）

アンケートの内容と分析結果

５－３．今後の計画

事業の最終的な目指す姿

なお、＜その他＞を選択した場合、具体的な記入が必要となりますのでご注意下さい

６．地域情報化アドバイザー支援の様子

今回の派遣における地域情報化アドバイザーの支援の様子がわかる「写真（JPEG）」を次ページに数枚程度貼り付けて下さい。

各部局から上がってきた施策案を整理していく際に必要になる視点、うまく言語化できていない点に
ついてどのような手順でヒアリングや伴走支援をしていく必要があるのかを、他市町村のDX計画策
定支援の事例を参照しながらご助言いただいた。言語化しにくいところをコーチングという手法で、
課題やありたい姿を中心に解きほぐしていき、原課側で腹落ちするところまでかみ砕くことが重要で
あるということを実感した。今後の意見集約の際に、とっていきたい手法であると考える。

最も当てはまるものをリストより選択下さい。 ⑥途中段階であり、具体的な成果物はできていない

宇陀市DX基本方針を策定し、年度末に公開するとともに、職員のなかにDX推進に関するマインド
セットを定着させる。

次回は、1月２３日に実施した幹部職向け研修を受けて、各部局からあがってくるDXという視点を共
通項にした様々な施策を統合、整理し、案で作成しているところのDX基本方針の施策骨子にいかに
反映させていくかについて、レビューをいただく。

講演・セミナー又は個別の事業支援の実施にあたりアンケートを行った場合は、その内容と分析結果
についてご記入下さい。（ＥＸＣＥＬやＰＤＦでの分析結果を添付されても結構です。）
アンケートを行わなかった場合はその理由をご記入下さい。

アンケートは未実施。

最も当てはまるものリストより選択下さい ④予算以外で、今後取組む事項がある


	報告書

